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◆市民憲章◆

会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましよう

　　（昭和41年4月1日制定）
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第
三
十
四
回
日
本
の
ふ
る
さ
と
宮
崎

国
体
の
夏
季
大
会
ま
で
二
十
七
日
、

秋
季
大
会
ま
で
五
十
五
日
に
な
り
ま

し
た
が
、
十
月
十
日
（
体
育
の
日
）
に

日
向
市
を
通
過
す
る
国
体
大
会
旗
・
炬

火
リ
レ
ー
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
、
八
月
八

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
炬
火
リ
レ
ー
は
、
国
体
の
開
催
に
あ

た
り
、
県
下
全
市
町
村
を
リ
レ
ー
す

る
こ
と
で
大
会
の
意
義
を
高
め
、
県
民

あ
げ
て
　
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
宮
崎
国

体
」
を
成
功
さ
せ
よ
う
f
と
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
八
月
八
日
午
前
十
一
時
十
一
分
、
市

内
梶
木
バ
ス
停
で
、
門
川
町
か
ら
日
向

市
へ
引
ぎ
継
が
れ
た
「
県
北
の
火
」
は
、

ごレ

－
塾
襲
箋
、
、

大
王
町
、
市
役
所
入
口
、
財
光
寺
バ
ス

停
、
日
向
工
業
高
校
、
南
日
向
駅
前
な

ど
の
中
継
地
点
を
通
り
、
飯
出
入
口
ま

で
の
十
六
・
一
キ
・
を
、
小
中
学
生
の
走

者
と
車
に
よ
る
リ
レ
ー
を
行
い
、
美
々

津
海
岸
で
採
漬
し
た
「
お
き
よ
の
火
」

と
合
百
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
話
の
国
で
開
か
れ
る
宮
崎
国
体
は

「
日
本
の
ふ
る
さ
と
宮
崎
国
体
」
と
名

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
よ

う
に
、
日
向
市
は
神
武
天
皇
お
舟
出
の

地
と
い
う
伝
説
も
あ
り
、
ま
さ
に
ふ
る

さ
と
の
中
の
“
ふ
る
さ
と
国
体
”
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
美
々
津
海
岸
で
市
民
総

参
加
を
表
す
日
向
市
の
火
「
お
き
よ
の

火
」
の
採
火
式
の
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
お
き
よ
の
火
」
の
採
火
式
場
は
、

神
武
天
皇
お
面
出
の
地
の
標
柱
が
立
て

ら
れ
て
い
る
市
内
美
々
津
海
岸
。

　
た
く
さ
ん
の
人
が
見
守
る
中
、
甲
斐

市
長
が
採
取
鏡
（
レ
ン
ズ
）
を
使
っ
て
、

ギ
ラ
ギ
ラ
と
燃
え
る
真
夏
の
太
陽
光
線

か
ら
火
台
に
「
お
き
よ
の
火
」
を
電
火

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
透
明
な
炎
を
た

て
る
火
台
か
ら
「
お
き
よ
の
火
」
を
ト

ー
チ
に
点
火
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
と
白

い
煙
を
あ
げ
る
ト
ー
チ
は
、
市
長
の
手

か
ら
リ
レ
ー
走
者
で
あ
る
美
々
津
中
学

校
の
男
子
生
徒
の
手
へ
し
っ
か
り
と
渡

さ
れ
ま
し
た
。

口

　（54fト8　月　1　11王見ピE）

男　27，383人　　88人増

女　29，967人　　96人上曽

言卜　　57，350八、　　　184人∫曽

田：’菖｝婁女16，707　　　　　42｝曽
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ム
代
金
ほ
し
さ
に
、
友
だ
ち
を

鱒
お
ど
し
で
お
翁
を
ま
き
あ
げ
た

の

欄
り
、
厚
引
を
し
て
知
人
に
だ
り

㎝
つ
け
た
り
…
…
少
年
非
行
が
、

“
年
々
増
加
を
続
け
、
昨
年
は
過

輔
去
卜
年
間
で
最
悪
の
記
録
と
な

・
り
ま
し
た
，

㎝　
　
そ
の
背
景
に
は
、
少
年
を
と

…
り
巻
く
社
会
環
境
の
亜
花
、
享

…
楽
的
風
潮
の
増
大
、
あ
る
い
は

・
進
学
競
争
の
落
ち
こ
ぼ
れ
な
ど
、

7
ま
ざ
・
高
題
誓
・
・
れ

　
ま
す
。
し
か
し
、
少
年
を
自
殺

　
に
走
ら
せ
る
の
も
、
思
い

鱒
と
ど
ま
ら
せ
る
の
も
、
ぺ

剛
“
は
り
「
家
庭
」
で
は
な
い
で

…
し
ょ
う
か
。

…
・
カ
ゼ
は
万
病
宥
と
L

…
と
い
わ
れ
ま
す
。
い
ろ
い

…
う
な
病
気
の
〃
引
き
金

…
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

…
そ
の
ヵ
ゼ
に
も
木
格
的
に

…
な
る
前
に
潜
伏
期
間
が
あ

…リ
　
ケ
　
ま
う

…・
潜
伏
期
間
の
う
ち
に
的
確

…
な
処
置
を
し
て
お
け
ば
、
大
事

…
に
い
た
ら
な
い
詰
み
ま
七

　
　
非
行
と
い
う
〃
心
の
病
厚
に

　
も
潜
伏
期
間
が
あ
り
ま
す
。

…
1
1
に
r
当
て
を
す
る
た
め
に
は
、

…
ふ
だ
ん
の
”
健
康
状
態
”
に
注

…
意
し
て
い
で
・
変
凋
を
・
日
も

…
早
く
察
知
す
る
こ
と
が
ま
ず
第

…
・
で
す
・

…・　
非
仔
化
へ
の
“
潜
伏
期
間
”
に

…
兄
ら
れ
る
典
型
的
な
症
状
の
．

…
つ
に
♂
ソ
し
が
あ
り
ま
街
。

…
　
ウ
ソ
を
つ
い
て
は
い
け
な
い

…
と
知
り
つ
つ
も
、
専
に
は
ウ
ソ

…

増え続ける少年非行
を
つ
い
て
し
ま
う
の
が
人
問
で

す
。
そ
こ
で
、
何
の
た
め
に
つ

い
て
い
る
の
か
、
ウ
ソ
の
背
景

を
兄
分
け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ

に
な
り
ま
す
、

　
つ
い
て
も
か
ま
わ
な
い
ウ
ソ
、

聞
い
て
い
る
方
が
ウ
ソ
だ
と
心

得
え
て
い
れ
ば
害
の
な
い
凱

か
く
し
ご
と
や
悪
い
こ
と
を
し

て
い
て
非
行
化
に
つ
な
が
る
ウ
　
…

ソ
ー
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
を
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判
別
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
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こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ウ
ソ
が
ウ
ソ
を
生
ん
で
い
く
の

で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
ヂ
ど
も
の

〃
心
の
健
康
状
態
”
を
よ
く
知
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

っ
て
「
ウ
ソ
は
悪
い
こ
と
一
と
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頭
か
ら
決
め
ず
に
、
そ
の
原
刈
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を
よ
く
理
鰯
し
て
か
ら
措
置
す
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る
こ
と
一
こ
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か
非
仔
防
止
の
ー

ポ
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。
「
う
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の
r
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限
っ
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…
…
一
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い
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信
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…

け
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こ
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す
が
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コ
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4
一
行
の
年
齢
は
．
反
抗
期
と
蝋

も
密
接
に
関
連
し
ま
す
・
　
…

　
「
自
分
が
ウ
ソ
を
つ
き
ま

し
た
一
と
い
う
よ
り
も
「
さ

っ
き
自
分
じ
ゃ
な
い
と
い
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

つ
た
の
は
ウ
ソ
で
し
た
　

と
い
う
方
が
い
い
に
く
ノ
＼

勇
気
の
い
る
も
の
で
す
。

　
ウ
ソ
の
“
追
及
”
が
、

逃
げ
場
の
な
い
き
び
し
い
…

追
及
や
非
難
で
は
、
せ
っ
　
・

か
く
見
つ
け
た
非
行
化
の
噸

き
ざ
し
も
、
つ
み
と
る
ど
・

こ
ろ
か
逆
に
大
き
く
な
る
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学
共

，

国
保
の
税
率
改
正
と

工
事
請
負
契
約
の
締
結

共
同
調
理
場
の
完
成
予
想
図

　
第
四
回
日
向
市
議
会
「
臨
時
会
）

は
八
月
、
．
目
招
集
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
．
部
改
．
臣
と
．
」
事
請

負
契
約
〔
．
．
件
あ
．
．
．
議
案
を
審
議
。

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り

．
呵
決
し
て
劉
会
し
ま
し
た
．

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
、
部
を

改
臣
す
る
条
例
は
、
国
の
法
改
．
臣
に

伴
う
税
率
な
ど
の
改
．
止
で
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
民
健
康
保

険
税
は
、
そ
の
年
度
の
医
療
費
の
兄

込
額
を
も
と
に
し
て
課
税
す
る
総
額

を
定
め
、
こ
れ
を
所
得
割
額
、
資
産

割
額
、
均
等
割
額
、
．
平
等
割
額
の
四

つ
に
あ
ん
分
、
税
率
を
決
め
て
課
税

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
モ
　
　
ロ
　
　
つ

弓
る
も
び
で
3

　
ヘ
ノ
回
の
改
．
止
で
．
卜
表
の
よ
う
な
税

率
に
な
り
ま
し
た
。
改
．
止
後
の
税
額

の
計
算
例
は
ド
の
と
お
り
で
す
。

　
つ
ぎ
に
．
L
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
日
向
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
」

の
建
築
」
L
体
．
L
劇
、
お
よ
び
設
備
整

備
．
L
劇
の
契
約
を
行
う
も
の
で
、
建

築
、
L
体
．
L
喉
は
、
指
名
競
争
人
札
に

よ
る
方
法
で
市
・
内
原
町
・
㈱
黒
木
組

が
．
億
．
．
r
六
三
、
〃
円
で
落
札
．
設

備
整
備
．
L
事
へ
ち
ゆ
・
’
7
．
房
機
械
．
L

事
、
ボ
イ
ラ
ー
．
L
事
、
令
東
室
・
令
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、
．
イ
　
　
、
で

蔵
室
．
L
嘱
）
は
、
随
意
契
約
に
よ
る

方
法
で
東
京
都
の
日
本
調
理
機
商
事

㈱
が
九
「
九
百
が
円
で
落
札
し
ま
し

た
．　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
〔
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
）
の
建
設
地
は
、
市
内

大
字
．
平
岩
字
赤
岩
で
、
敷
地
面
積
は

市
有
地
平
f
ヒ
ト
．
一
．
．
平
方
和
、
私
有

地
八
百
六
卜
．
h
．
平
方
冒
の
計
四
r
九共同調理場の建設予定地（平岩赤岩）

改正された税率表

区　　　　　　　分 税　率

所得割額 課税所得・の 100分の4．21

資産割干 固定資産税の 100分の29．〔｝5

均筈；割額 被保険者1人当り 7，550円

’ド等割額 1田：帯当り 7，840円
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十
年
目
を
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え
た
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力
は
．
．
〃
．
．
r
食
あ
り
ま
す
が
、
当

初
は
几
「
．
．
．
百
食
ひ
ス
タ
ー
ト
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
「

れ
と
同
時
に
米
飯
給
食
も
週
．
、
回

程
度
を
．
実
施
す
る
計
画
に
し
で
い
ま

都
市
計
画
法

　
こ
と
し
は
、
現
行
の
都
市
計
．
幽
法

が
施
行
さ
れ
て
ト
周
年
に
当
た
り
ま

す
。　

健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
、
機

能
的
な
都
市
活
動
の
確
保
な
ど
を
基

本
に
し
て
、
都
市
の
健
全
な
発
展
ヒ

秩
序
あ
る
整
備
を
は
か
る
こ
ヒ
な
ビ

を
目
的
に
定
め
ら
れ
た
こ
の
法
は
、

都
市
行
政
の
基
本
法
と
し
て
、
そ
の

役
割
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

　
市
の
都
市
計
画
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
に
ト
地
．
区
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．
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こ
と
に
な
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ま
す
、
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目
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小
唄
6
も
h
鴇
い
水

準
に
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も
、
へ
一
其

団
体
施
行
や
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含
施
行
に
よ
る
亀
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ヒ
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．
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．
画
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喉
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、
比
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ヒ
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．
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：日r

つ
（

り
’

l
I

l

れ

は
　、

現
代
下

れ

／入

ノ、

1　・　　　．．〕

1＿

／x

目

Fノ

た

　’ノ

明

る

（

住

‘　π

、

い

ま

す

い画
ま軟
　　rl㌔
　、　　1＝1歴

地
区
内

の

測

1鉾

粟

が
進
め

ll．　一

1区　ら

なれ
レ“　．ア

ー　　　k

が
行
わ

お

り
　、

…
歳
六
か
月
児
検
診

　
九
月
の
一
歳
バ
か
月
児
の
健

康
診
査
は
、
九
月
二
卜
U
の
午

後
．
時
．
」
卜
分
か
ら
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
春
．
原
町
）
で
行

い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
．

年
、
．
月
一
H
か
ら
．
．
一
月
、
卜
．

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で

す
。

母
r
健
康
F
帳
を
忘
れ
ず
に

　　（1川分納税額）

’病000円＝54’55（ll前3期 k総鰍lll）

年税額が22ノ∫Flをこえるときは22万1Ilです

洋，
㍉
．
．

”…　　　　　　：i　　　　i：i　　　：：：：：　　：：　　・：：：：・：
．
㌔

　　　：；：；：　：：；：；：：：；：
：
：：：：・：

す
、　

ま
た
、
各
小
中
幽
．
r
校
〔
分
校
を
含

’
，
｝
　
へ
ほ
岡
、
　
由
㍗
弧
園
委
」
託
搬
田
広
す
・
⇔
こ

一・

ｵ
に
な
っ
て
い
ま
ざ
、

お理い
原貞　爆二　た　育1

い
し

ま

す

　　　　　；

裳だ市
：こき訓’

対　’［由1

しこの
こん必
理ご要
解も性
レilを

三地認
協区識
ノJ［ll自し

を整て

う

か撫
で・を整’と
は防備道い
な止
いす
でる
し　こ

．1．と

を
し

た

り
　、

路わ
　’れ

公る
園ヒ
’地

健
康
相
談
を

し
ば
ら
く
休
み
ま
す

／

＼

しノ）

問

1

承
く

だ

さ

い
　［．

ロ　ロ

1ム

報健
で康
お1・ll

知三
二
）

せ

し

ま

す

し

ば
ら

右

再

会
す

⇔

と

1よ

　、

出

休
【ヒ

す

る

τ1
＝

ト㎞

な
り

ま

し

た
　凡’

1康日
相に
談臼’

は
　、

都
合
に

“ノ

し

い

ま

す

「

よ亀
り崎

市

衛
生

清

掃
1，果

が
毎
月
第

当地え
分区金
び）健曜



広報心月剛力『3

リバ

ハス
1ケ

サツ
ルト

ま
ず
ま
ず
の
成
果

湯
茶

●

梅
干
し
は
好
評

　
宮
崎
国
体
の
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
開

か
れ
た
「
西
目
本
実
業
団
「
男
女
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
は
、
ヒ
月
．
．
卜
．
日
か
ら
、
．
卜
．
一
．
H
ま

で
の
．
．
．
1
1
問
、
富
島
高
校
新
・
旧
体
育
館
、
日
向
高

校
体
育
館
の
．
．
一
会
場
六
コ
：
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
、

＼

囎

～
魁
・

　
　
　
6

　　

@　

ｽ
／

，
娠

鴇
》
．

季大会

　
大
会
に
は
男
．
r
．
、
卜
．
チ
：
ム
、
女
．
「
卜
．
．
チ
ー

ム
が
参
加
。
男
r
は
松
ド
屯
…
命
チ
ー
ム
、
女
・
r
は
一
．
．

菱
重
」
．
長
崎
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
、

　
市
で
は
、
初
の
大
き
な
大
会
で
し
た
が
、
国
体
本

番
に
向
け
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
は
、
ま
．
ず

ま
ず
の
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

男
子
は
松
下
（
大
阪
）

女
子
は

　
一
り
ト
ロ
よ
、
拡
奇
日
本

　
一
　
一
　
　
一
　

一
　
　
　
　
　
㌔
1
画
　
i
f

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技
へ
教
員
男
．
r
、
成
年
女

．
r
）
の
会
場
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
大

会
ら
し
い
大
会
も
な
く
、

へ
！
回
の
L
八
ヘ
バ
も
バ
ス
ケ
ッ

ト
競
技
と
し
て
は
市
は
じ

ま
っ
て
以
来
の
大
き
な
も

の
で
し
た
、

　
ノ
ノ
ト
ド
ー
レ
竜
芝
．
一

　
、
　
　
　
　
　
　
　
p
〆
　
　
　
ノ
　
血
兄
レ
づ
一

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
数
々

の
大
き
な
大
会
を
こ
な
し

て
き
た
実
績
な
ど
も
あ
り
、

か
な
り
の
自
、
信
は
あ
り
ま

す
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
何

と
い
っ
て
も
初
体
験
。

菱
重
工
（
長
崎
）

　
バ
λ
ケ
ッ
ト
は
、
当
初
、
成
年
女

r
卜
．
．
チ
ー
ム
だ
け
の
受
け
入
れ
．
r

走
で
し
た
が
、
こ
と
し
に
な
っ
て
教

u
1
1
姻
男
．
r
凋
－
．
ヒ
チ
ー
ム
も
加
わ
り
、

．
P
想
を
は
る
か
に
越
え
た
た
め
、
大

ヘ
ム
運
営
に
は
少
々
の
．
不
安
が
あ
り
ま

し
た
い
こ
の
た
め
、
大
ヘ
ム
の
運
営
を

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
す
べ
て
託
し
た

形
に
な
り
、
選
F
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
1
1
向
市
駅
前
と
カ
ー
フ
L

リ
ー
ダ
ー
ミ
ナ
ル
に
案
内
所
を
設

…
直
、
競
技
会
場
に
は
本
部
連
絡
所
、

湯
茶
接
待
所
、
競
技
結
果
速
報
板
な

ど
を
設
け
ま
し
た
．

　
ま
た
、
競
技
係
員
に
あ
て
ら
れ
て

い
る
市
職
員
も
、
国
体
本
番
時
に
ほ

ぼ
近
い
人
員
、
を
配
置
。
接
待
で
は
、

）
冨
八
X
X
Y
八
V
冒
八
X
V
冒
八
Y
八
V
冒
八
X
X
V
暫
八
X
X
）
冨
八
V
暫
八
X
X
X
）
冒
八
Y
八
Y
八
X
X
Y
八

ム
ー
ド
盛
り
上
げ
た

　
ふ
る
さ
と
国
体
秋
季
大
会
ま
で
あ

と
．
圧
卜
．
国
父
。

　
目
向
市
、
国
体
市
実
行
委
員
会
も

会
場
づ
く
り
、
施
設
の
整
備
、
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
、
本
番
め
ざ
し

て
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
八
月
八
日
の
炬
火
リ
レ
ー
リ

ハ
ー
サ
ル
に
つ
づ
い
て
、
　
「
宮
崎
瑠

体
県
民
運
動
日
向
市
推
進
大
へ
歪
が

ト
・
．
日
の
午
後
四
呼
．
一
．
卜
・
分
か
ら
、

市
庁
舎
前
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　

大
会
に
は
、
国
体
実
行
委
員
、
会
の

関
係
者
を
は
じ
め
、
推
進
委
員
、
、
国

市
推
進
大
会

体
貌
補
選
r
、
国
体
に
花
を
添
え
る

吹
奏
楽
部
や
ヘ
ロ
唱
部
な
ど
が
参
加
。

富
島
皇
女
r
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
の
完

導
で
、
宮
崎
国
体
シ
ン
ボ
ル
旗
、
が
入

場
し
大
会
の
幕
を
あ
け
ま
し
た
。

　
開
会
占
．
．
．
．
．
口
と
司
専
に
フ
ァ
ン
フ
∵

レ
ー
が
鳴
り
響
き
、
夕
暮
れ
の
空
に

数
発
の
花
火
が
打
ち
ヒ
げ
ら
れ
ま
し

た
、
つ
づ
い
て
、
．
長
友
信
樹
君
〔
富

h
u
同
量
　
』
ハ
年
生
L
）
　
レ
し
」
口
岡
橋
樹
ヂ
さ
ん

∩
回
）
が
持
つ
炬
火
H
向
市
の
火

「
お
き
よ
の
火
一
が
入
場
、
出
席
者

の
川
か
ら
大
き
な
拍
F
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
、

か

り
’‘． S

リ1

島
高

校
体

育
館

で
開

大
会
は
　、

［・

め

て

い
　ア

⇔
レ

r

一
「ノ

ノ，

にさザ
lrll　y）　タレ　　r7

け

て
　、

・で舌
l
i

午
前

会卜
式
を 時

す

あ

⇔
　11

，i＝

度
望）

目

信
を

深

’大の
市会よ
尺

fJ’

委
昌

／＼

ノ、

も

ま
ず』

ま
・ボ

もの
国I」史

体」力

本を
番お

つ

な
f
乍

参
／
川

選
f

問
一口・

も

翰墨
の。卜
1
1
　1　一．プ・

　　　L

リ

、

ノ、

1

し

た

加「f

’㌃’
w

お協
願の
いか
1　起
し　　ノ．＿

’た
レ　ち

く約
に

物卜
卜人

しに
は協

行
い
、
．
出
午
か
ら
競
技
に
入
り
ま
し

た
。
．
．
．
日
間
の
熱
戦
の
末
、
男
．
r
の

決
勝
戦
は
松
．
卜
電
器
「
大
阪
｝
対
蝶

理
「
大
阪
〕
で
行
わ
れ
、
8
4
対
7
0
で

松
ド
電
…
命
が
優
勝
。
女
・
r
は
、
．
．
．
菱

重
．
」
「
長
崎
〕
と
日
本
生
命
」
へ
阪
）

の
問
で
決
勝
が
行
わ
れ
、
．
．
．
箋
直
．
し

が
㎎
対
狛
の
大
差
で
憐
ち
、
．
．
年
三

　
ユ
　
　
　
　

　
　
　

続
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

蕉
瓢1

・　“薗」

葺繋玉

璽趣感

　
　
　
．
ン

麗
激
．

壽

磯

霧

・
忌

日は「防災の日」
　物心両面の準イ珪｛1を

19月

　
〃
地
弔
辰
・
千
甲
火
喉

　
ロ
　
　
ク
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

・
お
・
へ
し
’
　
　
　
司

る
日
、
突
然
、
何
の

．
P
告
も
な
し
に
襲
っ

て
く
る
地
震
の
恐
ろ

し
さ
よ
、
翫
日
も
ヘ
ノ
も

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
．

　
私
た
ち
は
、
地
震

の
発
生
そ
の
も
の
を

坊
ゐ
、
こ
レ
」
よ
0
キ
」
ま

せ
ん
が
、
被
ヒ
ロ
を
最

小
限
に
く
い
と
め
る

こ
と
は
で
き
ま
す
．
．

そ
の
た
め
に
は
地
．
震

に
対
す
る
．
幽
し
い
知

識
を
持
っ
て
、
日
ご

ろ
か
ら
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
物
心
、
両
面
で
の
準
備
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
t
る
こ
と
6
4
1
．

　
九
月
．
日
は
コ
防
災
の
日
…
で
す
、

こ
の
機
ヘ
ム
に
、
あ
な
た
自
身
の
防
災

対
策
を
“
．
再
点
検
’
し
て
み
ま
し
1
1

う
n

茅，zr輝け…

ドrお’＝き專の火

　
大
会
旗
、
・
炬
火
リ

レ
ー
よ
、
レ
ー
ト
ー

へ
水
曜
日
一
体
育
の

日
）
に
1
1
向
市
を
通

過
し
ま
す
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
数
多
い

ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
の

日
よ
庁
湖
1
9
に
、
あ

　
　
　
I
　
r

る
地
域
で
“
交
通
規

削
’
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
う
え
ご
協
力
を

　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
駆
し
し
ま
」
9
、

　
と
こ
ろ
で
、
市
の

炬
火
名
と
な
っ
た

「
お
き
よ
の
火
」
は
、

庭
々
津
中
学
校
．
年

生
の
川
野
久
庭
r
さ

ん
が
応
募
し
た
作
品
。
市
実
行

二
一
1
、
会
総
務
厚
門
委
員
、
会
で
審

査
さ
れ
決
定
し
た
も
の
で
、
表

彰
は
レ
、
日
の
推
進
大
会
の
席

ヒ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
神
武
．
大
皇
に
ま
つ

わ
る
神
話
の
地
・
装
々
津
で
採

火
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
お
き
よ

の
二
一
と
名
付
け
、
日
本
の
ふ

る
さ
と
宮
崎
国
体
に
彩
り
を
添

え
よ
う
　
　
と
決
め
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
市
㌧
た
行
委
員
、
ヘ
ム
事

務
局
で
は
「
お
き
よ
の
火
「
の
頭

に
「
未
来
に
輝
け
一
の
副
題
を

つ
け
て
利
川
す
る
こ
と
に
し
て

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
4
〔

　
炬
火
名
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、

市
内
の
よ
い
r
た
ち
か
ら
た
く

さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
口

職・

’
．
「
醐
秘

　
r
　
　
．
　
　
．

　
（
　
　
齢
「
　
　
　
　
・
．

息
　
ρ
、
誓
　
　
｛

　
孟
罎
誓
鱒

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
い

レ
轡
▼
押

入
選
作
品
の
表
彰
を
受
け
る

　
　
　
　
川
野
久
美
子
さ
ん

ゾ三、　Ii三i　　 r　 fイ∫　 「」｛　 11f

れ体■砺区長国
あをf・会長）f旨
い’ ]日公’市
でllf人＿民推実
成民のll館進行
」力の選H長三白
さあf・高連月並
せた役議合国会
よた員七会長長
うかを〕長＿＿

L　 し、　irP　‘㍉　）　 11　　11

な心えが’福甲
どのる’市田斐

ノ乏「れのレ　
と
：

のひ’国1こあ
＝ま匡if乍オぐのい

人わf本重重1あさ
1こ　り　 てで　雀甫　 ，レ　と　 r．

／1曽L　び）1窪　 、　、　口

らび）1建　f＝オく　ソ

才Lj二丈M　ノ‘　ッ『ノ

まイどを1・ケト
し　カご初「　ノ又　i　オミ馳

た　’るがなl
n　j起　 ll∫　糸召　 と“　∫レ

　　r・G1）介｝也べ，

　伏：イどさノ亡バ

　
バ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
’
C
よ
、
ワ
ロ
巨
鴇
卜
、

　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
　
　
一
　
　
　
’
一
　
　
1
　
〆

富
島
中
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
ほ

か
、
富
島
中
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
の
演

技
や
、
H
向
高
校
へ
1
1
除
隊
に
よ
る
宮

崎
国
体
の
歌
、
婦
人
団
体
に
よ
る
宮

崎
国
体
音
頭
の
踊
り
も
あ
り
、
国
体

ム
ー
ド
を
上
り
ヒ
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

お
た
く
の
へ
い

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か

　
H
本
は
肚
界
で
も
有
数
の
地
．
震
国

で
す
。
体
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

〃
存
感
地
震
”
は
、
　
．
年
間
に
L
百

～
．
血
－
生
ー
ム
川
玄
又
、
　
．
i
こ
右
ソ
・
．
’
．
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
：
か
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
f
、
一
’
f

件
の
罰
へ
口
で
発
生
し
て
い
ま
す
．

　
昨
年
の
六
月
「
宮
城
県
沖
地
震
一

で
、
．
．
卜
八
人
の
痛
ま
し
い
犠
牲
者

力
で
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
．

　
な
か
で
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、
倒
れ
て
き

た
ブ
ロ
ッ
ク
べ
い
の
ド
敏
き
に
な
っ

て
命
を
落
と
さ
れ
た
か
た
が
、
－
「
．
．
．

人
も
い
た
こ
と
で
す
、

　
仙
台
市
の
効
外
住
宅
地
．
区
で
は
、

ヘ
ヒ
休
　
の
六
側
一
近
く
が
ブ
U
ッ
ク
べ
い

を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
四
割
近
く
が
、
倒
れ
た
か
、
倒
壌

コ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ナ

」
削
と
な
・
た
の
で
す
、

　
地
震
直
後
に
、
現
地
を
訪
れ
て
調

査
に
当
た
っ
た
建
設
省
建
築
研
究
所

第
．
．
研
究
部
無
機
材
料
研
究
室
．
長
の

友
沢
史
紀
さ
ん
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
、

　
　
「
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
べ
い
は
、
鉄

筋
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
人
っ
て
い

て
も
基
礎
の
部
分
に
し
っ
か
り
と
つ

な
が
っ
て
い
な
い
も
の
が
大
部
分
で

す
、
そ
れ
に
フ
ロ
ッ
ク
と
鉄
筋
を
接

遇
さ
せ
る
詰
め
モ
ル
ダ
ル
が
効
い
て

い
な
い
　
　
こ
れ
で
は
、
鉄
筋
を
入

れ
て
あ
っ
て
も
、
倒
れ
を
防
ぐ
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
倒
れ
た
も

の
の
中
に
は
、
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
な
い
も
の
、
控
え
壁
ヘ
ブ
ロ
ッ

ク
ベ
リ
の
北
一
－
．
面
に
つ
け
る
補
強
川
の

壁
）
の
な
い
の
や
、
あ
っ
て
も
鉄
筋

で
へ
い
本
体
と
つ
な
い
で
な
い
も
の

ナ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

力
多
か
・
た
よ
う
で
す
、
」

　
と
は
い
え
、
建
築
基
準
・
ど
お
り
、

基
礎
、
鉄
筋
、
控
え
壁
が
し
っ
か
り

し
て
い
れ
ば
、
そ
う
倒
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
と
こ
ろ
で
、
お
点
t
の
プ
ロ
ッ
ヶ
べ

い
は
だ
い
じ
一
う
ぶ
で
す
か
。
こ
の

機
会
に
．
度
点
検
し
て
み
て
、
少
し

で
も
、
小
安
を
感
じ
た
ら
、
早
1
1
に
補

強
策
を
講
じ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
．
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優勝した公園通りチーム

準優勝したド原闘第1チーム

、

　　　◎ooooo

　　　oooooo

lll膨

　　　　OQOOO

l§塗

　　　　○）OりO

　　　　l；肺

　　　　ooo）o

環ii拳

職ii避

藤
1

　　りC）OQO

　　o（◎oつ○

3付の日向台チーム

し
ょ
り
、
そ
れ
て
も
、
1
1
頃
練
習
し

た
・
刀
を
楯
い
っ
は
い
出
し
合
っ
て
、

ま
さ
に
“
チ
ヒ
つ
f
甲
～
軍
人
会
”

と
の
試
合
も
3
は
ら
し
い
フ
レ
ー
か

紅
出
し
ス
タ
ン
ト
の
父
母
も
腰
を
．
仔

か
し
て
凱
、
い
声
援
を
，
込
っ
て
い
ま
し

た
，　

　
日
間
の
激
戦
の
木
、
・
沢
勝
戦
に

は
公
園
通
り
r
と
も
会
チ
ー
ム
と
ト

原
岡
第
　
～
と
も
会
チ
ー
ム
か
進

出
。
そ
の
糺
果
、
攻
守
に
す
は
り
し

い
フ
レ
ー
を
み
せ
た
公
園
通
り
f
と

’
も
ヘ
ム
チ
ー
ム
か
4
－
1
て
ト
原
第

r
と
も
会
チ
ー
ム
を
ト
し
、
初
優
勝

し
ま
し
た
。

　
閉
会
式
て
は
、
優
勝
し
た
公
園
通

り
r
と
も
会
チ
ー
ム
の
原
川
艮
　
君

（
日
知
屋
小
・
ハ
臼
圏
）
に
、
尚
橋
ヘ
ム
長

か
ら
優
勝
旗
か
し
っ
か
り
と
丁
畿
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
擦
優
勝
の
ト
原

第
　
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
　
位
の
1
1
’
回

台
に
盾
か
そ
れ
ぞ
れ
噌
ら
れ
ま
し

た　
な
お
、
灘
－
々
決
勝
以
一
の
試
置
月
温

果
は
つ
き
の
と
お
り
て
弓

　
－
亭
々
決
勝
1
1

　
　
A
ハ
ー
ト
）

　
山
山
6
　
3
尚
砂
、
卜
富
里
第

　
　
　
ミ
ヘ
　
ロ
へ

6
1
5
鰯
油

　
一
B
ハ
ー
ト
）

　
公
園
通
り
2
－
o
丈
砂
、
日
向
台

3
－
3
東
一
場
（
日
向
台
の
抽
選
勝

ち
〕
、
日
向
台
2
　
0
d
良
第

　
－
肇
丸
券
一

　
　
♂
　
　
で
月

　
三
原
樹
第
　
4
－
1
山
卜
、
公
園

重
り
4
　
0
一
り
、
一

　
　
　
　
　
1
，
P
ノ
ー

　
一
丸
曜
分
一

　
公
園
通
り
4
　
1
卜
原
町
第

　
一
位
決
臨
戦
l

　
i
’
脚
ノ
ー
2
－
l
H
一

　
夏
の
甲
f
園
人
会
に
お
と
ら
ぬ
、

第
．
回
目
向
市
f
と
も
会
親
善
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
八
ム
か
、
し
月
　
i
－
几
日
、

　
i
日
の
　
目
間
、
人
－
谷
連
動
公

園
を
・
i
会
場
に
豹
わ
れ
ま
し
た
、

　
し
月
　
－
一
日
－
前
八
時
i
分
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
掲
げ
る
人
会
旗

を
先
順
に
、
八
i
　
チ
ー
ム
瓦
白
四

i
ね
人
の
遮
ぐ
一
と
約
白
八
の
人
ヘ
ム
関

係
名
か
人
目
、
人
会
会
k
の
繭
橋
頃

美
・
市
～
と
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

k
、
甲
変
巾
k
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
尚
砂
r
と
も
会
（
，
別
向
及
三
三

チ
ー
ム
）
の
・
1
1
7
、
甲
麦
靖
！
君
（
目

知
屋
小
六
二
）
か
「
暑
さ
に
圭
け
す

1
1
々
亭
々
と
フ
レ
ー
し
ま
弓
　
と
式

丁
日
払
、
，
几
時
か
り
フ
レ
ー
を
開
始

し
ま
し
た

　
こ
の
日
は
、
真
饗
の
人
場
か
キ
ラ

キ
ラ
と
昭
り
つ
け
、
プ
レ
ー
を
す
る

“
チ
ヒ
、
r
遮
丁
”
た
ち
も
d
ひ
つ

＝
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
＝
＝
ニ
≡
＝
≡
＝
一
二
≡
≡
＝
ニ
＝
三
≡
一
＝
ニ
≡
＝
≡
…
＝
≡
一
＝
≡
ニ
≡
ニ
≡
≡
＝
一
＝
＝
≡
≡
ニ
≡
＝
＝
一
≡
≡
≡
≡
＝
＝
≡
一
≡
≡
…
ニ
≡
≡
＝
一
二
二
≡
≡
＝
≡
ニ
＝
一
＝
≡
≡
≡

間填る

101，III圏■1

守を開道に
欠
か
せ
な
い

や
火
災
な
レ
一
の
災
i
目
時
の
回
救
急
話
動

　
通
勤
・
通
学
、
買

い
物
、
散
歩
、
ト
ラ

イ
フ
、
貨
物
の
連
，
込

　
　
程
た
ち
の
日
常

生
活
は
、
道
路
を
ぬ

き
に
し
て
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
私
た
ち

は
ふ
た
ん
道
路
の
役

寄
に
つ
い
て
　
こ
と

さ
ら
性
識
す
る
こ
と

も
な
く
、
毎
日
を
，
込

っ
て
い
ま
す
．

　
八
月
は
「
道
路
を

守
る
月
間
」
て
す
、

こ
の
機
会
に
”
暮
ら

し
の
中
の
道
路
”
に

つ
い
て
ス
ホ
ノ
ト
を

あ
て
て
み
ま
し
ょ
う
、

　
道
路
は
、
先
に
あ

け
た
日
々
の
暮
り
し

た
け
て
な
く
、
地
回

の
場
と
し
て
、
ま
た
時
に
は
避
難
路

と
し
て
弔
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
，
そ
の
た
め
に
も
、
ふ
た
ん
か

ら
道
路
に
は
よ
け
い
な
障
四
物
な
と

置
き
っ
は
な
し
に
す
る
こ
と
の
な
い

よ
つ
気
を
つ
け
た
い
も
の
て
づ
。

　
破
損
、
さ
れ
た
ま
ま
の
道
路
や
、
せ

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
し

ま
し
う
え
に
、
目
駈
中
ペ
コ
ミ
祥
力
’
占

難
に
放
置
さ
れ
た
道
路
て
は
、
い
さ

と
い
う
と
き
の
救
急
活
動
や
避
難
も

ま
ま
な
り
ま
せ
ん
，

ま
た
、
道
路
に
は
、
ー
ゲ

・
卜
水
道
管
、
電
気
．
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

話
の
ケ
ー
ブ
ル
な
と
か
埋
　
蟹

嚇
糠
艇
麟

騰
鵜
幽

暮
り
し
を
気
え
て
い
ま
す
。

　
道
路
は
、
私
た
ち
み
ん

な
の
土
曜
て
対
　
み
さ
す
、
こ
わ
さ

す
、
い
つ
も
き
れ
い
に
保
つ
よ
う
心

か
け
た
い
も
の
て
す

　
毎
1
1
笛
　
目
曜
日
は
”
道
路
愛
護

テ
ー
”
　
そ
し
て
、
巨
体
開
八
ム
ま
て

　
カ
月
足
り
す
に
な
り
ま
し
た
　
村

た
ち
　
人
　
人
か
道
路
の
美
化
連
動

に
つ
と
め
ま
し
ょ
つ
。

道
路
は
い
つ
も
き
れ
い
に

に
ん
じ
ん
と
い
わ
し

　
三
月
に
な
る
と
暑
さ
も
少
し
ず
つ

弱
ま
っ
て
き
ま
ポ
か
、
疑
の
疲
れ
か

5、

�
怩
ｷ
る
食
事
を
取
り
た
い
も
の

て
す
．
こ
の
季
飾
の
も
の
と
し
て
は

野
菜
て
は
に
ん
し
ん
、
た
ま
ね
き
、

レ
タ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ャ
ヘ
ツ
、

魚
類
て
は
い
わ
し
、
さ
は
、
さ
ん
ま
、

し
い
ら
な
と
か
あ
り
ま
す
。

　
八
－
月
は
、
に
ん
し
ん
と
い
わ
し
に

つ
い
て
調
へ
て
み
ま
し
ょ
つ
。

ノ
に
ん
じ
ん

　
に
ん
し
ん
に
は
品
種
か
多
く
、
四

季
を
通
し
て
栽
焔
さ
れ
て
い
て
、
　
！

ユ
ン
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
ま

せ
ん
。
特
徴
の
あ
る
成
分
と
し
て
は
、

柑
制
色
の
色
系
て
あ
る
カ
ロ
チ
ン
類

か
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
、
こ
れ
は
プ

ロ
ビ
タ
ミ
ン
A
と
い
わ
れ
る
も
の

て
、
人
体
内
て
ヒ
タ
ミ
ン
A
に
変
化

し
て
効
力
を
発
揮
し
ま
す
　
Y
向
、

こ
の
プ
ロ
ヒ
タ
ミ
／
A
は
、
小
腸
て

の
吸
収
か
Y
分
く
ら
い
し
か
な
く
、

ま
た
、
保
存
中
に
失
わ
れ
や
す
い
た

め
、
栄
養
的
に
は
覇
鮒
な
も
の
を
軟

ら
か
く
調
配
す
る
の
か
い
い
て
し
ょ

う
。
目
脂
成
分
と
し
て
は
μ
糖
や
女

”
牙
糖
か
少
目
甲
の
は
か
、
し
タ
ミ
ノ
C

も
含
ま
れ
て
い
ま
φ
　
こ
れ
は
む
し

ろ
菓
の
部
分
に
多
い
こ
と
か
知
り
れ

て
い
圭
す
　
　
乃
、
ヒ
タ
ミ
／
C
を

破
壊
3
る
酵
素
も
含
ま
れ
て
お
り
、

利
菓
お
ろ
し
な
ヒ
を
し
た
痔
は
、
人

恨
の
ヒ
タ
こ
／
C
を
損
失
さ
セ
る
こ

と
も
考
え
り
れ
ま
す
　
し
か
し
、
酎

を
加
え
た
り
、
一
食
寸
る
時
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん

〆
い
わ
し

　
淘
外
て
の
日
本
の
幽
場
か
し
た
い

に
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
り
、
い

わ
し
の
利
用
の
見
な
お
し
か
必
要
と

な
っ
て
い
ま
詩
9
、
栄
養
的
に
は
、
タ

ン
パ
ク
資
源
と
し
て
オ
く
れ
て
お

り
、
鉄
、
リ
／
、
ヒ
タ
ミ
ン
類
も
か

な
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
、
脂
肋
分
は

季
飾
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
か
、
几
月

以
降
の
秋
に
増
加
し
て
i
1
1
曼
－
く
ら

い
に
な
り
、
こ
の
時
…
期
に
味
か
よ
く

な
り
ま
す
、
最
近
、
B
本
人
は
獣
脂

の
摂
取
か
多
く
な
り
ま
し
た
か
、
魚

の
脂
肪
に
は
獣
脂
…
に
少
な
い
不
飽
和

脂
肪
酸
か
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

て
、
栄
養
の
パ
ラ
／
ス
か
ら
見
て
も

す
づ
め
り
れ
ま
す
　
い
わ
し
は
鮮
度

か
落
ち
や
ぐ
い
の
て
、
覇
鰐
な
人
型

の
も
の
を
よ
く
吟
味
し
て
…
1
4
つ
よ
つ

こ
し
ま
し
よ
つ

　
　
奥
さ
一
ん

‘
　
を
3
ヅ
ト
1

．
h
ノ
　
ロ

ρ

　
　
黙

ぞ
・
墾

　
　
！
夢
，

豪　
　
｝

冨
ヒ

冠

（8）w鳶

　
【
間
】

　
私
は
人
1
1
1
　
臼
煙
ま
れ
の
者
て

っ
か
、
川
回
向
金
の
加
人
丁
続
き
か

遅
く
な
っ
た
た
め
、
ー
ハ
i
歳
ま
て
に

納
め
り
れ
る
期
間
か
八
向
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
て
、
向
金
を
受
給
す
る

の
に
必
要
な
納
付
期
間
i
八
q
に
一

向
ほ
と
足
り
な
い
そ
う
て
づ
、

　
こ
の
足
り
な
い
分
を
さ
か
の
は
っ

て
納
め
る
に
は
西
i
力
円
ほ
と
必
要

た
と
隣
き
ま
し
た
，
て
も
　
h
一
乃

円
と
い
，
額
は
、
と
て
も
そ
ろ
え
り

れ
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
何
か
貸
付
制
度
み
た
い
な
も
の
は

な
い
て
し
よ
う
か
。

　
【
答
】

　
国
民
向
金
は
加
人
f
続
き
か
遅
か

、
た
り
、
納
め
亡
い
れ
か
あ
、
た
り
す

る
と
　
臼
て
時
尉
に
な
り
ま
づ
の

て
、
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
か
て
き

な
く
な
り
ま
づ
　
そ
の
た
め
、
過
去

に
k
期
に
わ
た
る
木
納
期
間
か
あ
る

と
、
い
圭
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
も

向
金
に
鈷
ひ
っ
か
な
い
人
、
い
わ
ゆ

る
「
抽
∵
弓
金
曜
と
な
る
八
か
い
圭

弓
、
こ
の
象
，
な
無
向
金
名
と
呼
は

れ
る
人
を
救
済
つ
る
た
め
、
昭
和
1
1

i
　
η
の
法
改
H
て
、
1
1
一
　
向
し

」
　
　
　

一
　

、
　
　
　
2
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　

、
j
　
　
　
　
　
　
I

，
　
　
ー
カ
b
レ
’
一
－
向
ー
ノ
，
　
　
ー
ー

ま
て
に
限
り
、
時
効
て
納
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
分
を
　
か
月
四
f
円
の
保

険
料
て
納
め
ら
れ
る
「
特
例
納
付
」

と
い
う
制
度
か
あ
り
ま
す
、

　
牡
例
納
付
の
保
　
険
料
は
、
　
か
月

分
か
四
下
円
て
す
か
ら
、
一
随
分
を

牡
例
納
付
す
る
と
、
四
τ
円
×
ρ
i

×
一
．
）
月
一
四
i
八
力
円
と
な
り

か
な
り
の
高
負
初
に
な
り
ま
す
．

　
そ
の
た
め
、
牡
例
納
付
に
必
要
な

お
金
を
自
分
て
は
摩
備
て
き
な
い
人

も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
人
に
は
，
脚
浬
巾
史
d
資
金
」
の

貸
付
制
度
か
あ
り
ま
す
の
て
、
お
お

い
に
利
川
し
て
く
た
さ
い
。
貸
付
の

概
要
は
つ
き
の
と
お
り
て
す
。

　
▽
貸
臼
金
の
限
度
額
一
肌
付
例
納
付

に
要
づ
る
額
の
　
分
の
　
の
額
以
内

［
最
高
限
度
額
　
ー
ハ
乃
円
）

　
▽
貸
有
金
の
積
一
期
一
一
す
え
蹟

き
期
間
経
過
後
　
臼
以
内

　
▽
利
率
1
1
向
　
辱
－
〔
た
た
し
す
え

凶
き
期
間
巾
・
は
悟
、
利
．
一
）

　
▽
寸
え
あ
き
期
間
一
三
臼
の
H
か

ら
人
か
月
以
内

　
▽
申
し
込
み
先
1
1
地
区
民
4
委
貝

　
以
一
の
よ
つ
な
貸
付
制
度
か
あ
り

ま
す
の
て
、
来
向
の
ー
ハ
月
ま
て
に
納

付
r
数
小
足
を
解
レ
用
し
、
老
後
に
晦

い
を
残
さ
な
い
よ
つ
に
し
て
く
た
さ

い

テ
カ
テ
カ
を

　
　
　
な
お
す
方
法

　
ス
ー
ノ
の
ひ
し
、
入
ホ
／
や

ス
カ
ー
ト
の
お
尻
の
部
分
か
、

長
く
着
て
い
る
と
テ
カ
テ
カ
に

光
，
て
く
る
こ
と
か
あ
り
ま

づ
　
他
の
部
分
は
な
ん
と
も
な

い
の
に
、
　
部
分
た
け
か
テ
カ

テ
カ
「
な
、
た
た
め
に
“
お
は

‘
㌧
〃
科
”
ご
は
　
・
も
　

た
し
な

い
」
、
い
圭
の
助
代
風
に
い
え

は
”
資
源
ゐ
ム
タ
”
と
い
つ
こ

と
に
も
な
り
か
ね
表
せ
ん

　
そ
．
旨
て
隔
川
ノ
て
お
い
て
お
得

な
の
か
、
こ
の
フ
カ
ア
カ
を
な

）
　
　
　
　
」
　
　
、

才
3
ノ
ノ

　
ま
す
、
ぬ
る
ま
湯
　
リ
ノ
ト
ル
に
、

ア
ン
モ
ニ
ア
を
小
さ
し
に
　
杯
人
れ

て
か
き
ま
せ
、
タ
オ
ル
を
ひ
た
し
ま

づ
　
そ
し
て
、
固
く
し
ぼ
っ
た
タ
オ

ル
て
光
っ
て
い
る
部
分
を
軽
く
た
た

く
よ
う
に
か
い
て
、
み
れ
を
落
と
し

ま
す
、

　
そ
の
あ
と
、
た
た
の
ぬ
る
ま
湯
た

け
て
召
i
け
か
き
を
し
ま
弓
、
つ
き

に
そ
の
タ
オ
ル
を
四
つ
抽
り
に
し
、

光
る
部
分
の
一
に
お
い
て
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
ま
づ
　
そ
の
と
き
、
も
う
も

一
と
爪
ノ
八
か
》
て
は
人
成
功
、
テ
カ

丁
力
は
と
れ
ま
毒

　
最
後
に
、
入
ホ
〆
全
体
に
ア
イ
ロ

ノ
を
か
け
て
“
一
け
ま
一
　
覇
口
川
同

様
、
ハ
イ
、
で
き
あ
が
り



乙丙”が巳

農
業
委
員
会
の

あ
っ
せ
ん
事
業

　
農
Ψ
へ
委
員
会
は
、
農
業
の
担
い
f

育
成
と
農
地
の
看
効
利
川
を
は
か
る

た
め
、
農
地
の
売
買
や
代
貝
侶
な
と
に

つ
い
て
、
あ
っ
せ
ん
を
竹
っ
て
い
ま

す
。　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
指
冗

の
農
地
な
と
を
、
あ
っ
せ
ん
賢
業
に

よ
っ
て
売
買
や
貸
偶
な
と
を
ポ
る
場

合
に
は
、
つ
き
の
よ
う
な
特
典
か
あ

り
ま
す
、

　
◎
売
買
す
る
場
合

　
①
売
り
丁
に
は
、
磯
践
所
術
か
り

h
白
乃
円
の
牡
別
控
除
か
あ
り
ま

寸
。
（
普
通
の
取
り
引
き
は
白
乃
円
）

　
②
買
い
丁
に
は
、
小
動
凶
取
得
税

の
課
税
標
型
置
の
　
分
の
　
の
額
か

枠
除
さ
れ
ま
す
。

　
③
農
地
取
得
資
金
か
　
丁
乃
円
ま

て
貸
し
付
け
さ
れ
ま
す
。
　
へ
睦
日
通
の

場
合
は
　
白
力
円
ま
て
）

　
◎
買
い
か
え
た
場
合
は
、
買
い
か

え
た
資
両
の
価
格
ま
て
は
譲
畿
．
肋
得

か
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
面
積

制
限
は
ム
侶
ま
て
て
寸
か
、
巾
街
化

区
域
の
農
地
を
売
っ
て
、
巾
仙
地
区

域
外
に
買
い
か
え
た
と
き
は
、
一
廓

ま
て
認
め
り
れ
る
こ
と
か
あ
り
ま

づ　
◎
交
換
分
人
口
に
玉
り
i
地
を
取
口
B

し
た
場
合
、
失
っ
た
1
地
の
固
定
資

担
税
評
価
額
に
相
当
す
る
額
か
控
除

さ
れ
ま
ポ

　
◎
登
記
を
づ
る
場
合
、
登
録
華
甲

税
率
二
分
の
ム
ー
か
「
分
の
六
に
軽

減
さ
れ
ま
す

　
止
り
’
，
風
け
た
八
は
、
　
か
月
日
圭

て
に
農
業
委
員
会
に
登
録
を
し
て
お

く
必
要
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
い

ろ
い
ろ
な
回
付
か
あ
り
ま
寸
の
て
、

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
互

く
の
農
Ψ
へ
委
貝
ま
た
は
農
業
委
貝
ヘ
ム

事
務
局
へ
お
た
す
ね
く
た
さ
い
。

農
地
の

一
括
生
前
贈
与

　
近
ん
『
の
地
価
の
一
日
に
よ
っ
て
、

農
地
の
場
合
て
も
資
望
と
し
て
、
所
有

　
　
ゐ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
し
　
　
　
と
　
　
　
う

し
た
し
し
一
㌧
ノ
厘
牌
力
涛
り
圭
一

か
、
こ
れ
に
付
な
い
農
業
経
眉
ロ
ー
一
農

地
の
肋
有
名
一
か
死
」
L
ポ
る
と
、
均

分
七
七
に
よ
り
農
地
か
細
分
化
身
、
、
れ

た
り
、
農
Ψ
へ
経
屈
か
穐
小
さ
れ
た
り
、

場
合
に
よ
，
げ
、
は
農
業
た
け
て
は
、
－

活
て
き
な
く
な
り
、
兼
業
農
泳
に
転

’
同
寸
る
　
　
と
い
）
ケ
ー
ス
か
あ
る

よ
う
て
寸
　
し
か
も
、
こ
れ
り
の
後

継
名
は
か
な
り
の
角
倉
の
た
め
、
汝

疋
し
た
職
粟
に
胱
く
こ
ヒ
も
て
き
な

い
て
、
口
称
き
や
由
縁
き
に
女
り
家

庭
1
1
活
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
は
な

り
な
い
と
こ
ろ
ま
て
追
い
こ
ま
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
対
、

　
こ
の
よ
つ
な
こ
と
を
　
て
き
る
た

け
少
な
く
し
、
農
地
の
細
分
化
防
1
1

や
後
継
名
の
育
成
を
は
か
る
と
と
も

に
、
攻
心
し
て
農
業
に
従
事
て
き
る

よ
つ
に
す
る
た
め
、
経
属
i
か
、
一
き

て
い
る
間
に
農
地
を
ま
と
め
て
、
そ

の
後
継
名
に
贈
与
す
る
と
贈
与
税
の

延
納
を
認
め
る
制
度
か
あ
り
圭
」
9
，

　
贈
与
税
の
延
納
制
度
は
、
財
醒
の

贈
’
ノ
を
乏
け
た
ら
、
八
i
力
円
以
一

に
つ
い
て
贈
与
税
か
課
税
さ
れ
ま
す

か
、
農
地
の
全
部
を
そ
の
農
業
後
継

者
に
贈
与
し
た
場
合
、
贈
与
名
か
死

し
す
る
ま
て
、
贈
ー
ノ
税
を
納
め
な
く

て
も
よ
い
よ
つ
に
干
る
も
の
て
弓

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
条
刊
か
あ
り
ま
す
の
て
、
お
近

く
の
農
業
委
貝
ま
た
は
農
業
委
眞
会

商
脇
扮
局
η
へ
二
相
幽
く
た
さ
い

9月に

待望のナイク

　
・
巾
教
ム
ー
1
委
口
貝
ヘ
ム
は

巾
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
賢

明
…
の
後
援
を
得
口
て
、

”
羽
η
体
力
つ
く
り

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ー
ホ

ー
ル
人
会
”
を
閉
借

し
ま
す
，

　
こ
れ
は
、
お
倉
ケ

浜
総
合
公
園
に
建
設

を
進
め
て
い
る
ナ
イ

タ
ー
施
設
か
八
月
木

に
冗
成
し
ま
づ
の
て
、

そ
の
開
設
を
記
念
し

て
、
日
頃
ス
ホ
ー
ソ
競
技
に
参
加
す

る
機
会
の
少
な
い
／
1
臼
の
か
た
た
ち

を
対
象
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し

て
、
健
康
な
体
力
を
保
ち
、
地
域
の

体
育
振
興
に
寄
与
し
て
も
ら
っ
た
め

に
豹
つ
も
の
て
す
、

　
▽
日
時
一
昭
和
ハ
ー
四
合
－
几
月
h

日
～
几
月
一
川
－
日
・
i
’
日
曜
を
広
暫

く
　
、
侮
卑
し
巧
か
ら

　
▽
田
吻
朗
一
お
へ
4
ー
ケ
三
子
八
1
1
公
園

　
〉
参
加
な
格
　
向
齢
は
、
κ
月

日
現
れ
四
一
歳
以
1
の
人
　
チ
ー
ム

編
成
は
、
諸
等
し
て
い
る
各
公
民
館

，
甲
付
て
ノ
狗
う
こ
と
　
ま
た
、
他
区
と

の
合
同
や
二
三
チ
ー
ム
は
認
め
圭

ぜ
ん

　
▽
申
し
込
み
先
一
二
教
育
委
貝
会

保
健
体
育
三
一
、
容
②
　
　
　
　
、
内

線
八
　
八
）

　
▽
申
し
込
み
綿
め
切
り
一
八
月

一
1
1
日
の
“
／
ま
て
（
時
間
厳
’
」
の

こ
と
）

　
▽
レ
…
督
ヘ
ム
議
一
八
月
　
．
一
－
几
日

　
水
　
、
’
i
後
六
巧
　
i
分
か
り
、

巾
役
川
　
暑
委
員
会
糸

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
し
に
つ
い

イ
、
は
教
ム
”
双
久
口
只
ヘ
ム
保
僻
凡
体
ム
目
口
へ

あ
た
す
ね
く
た
さ
い

新
有
権
者
の

感
想
文
募
集

広報
5

　
県
越
挙
僧
理
宝
貝
八
ム
は
、
つ
き
の

要
領
て
，
覇
有
権
者
感
想
文
”
を
募

集
し
ま
づ
、

　
▽
募
集
内
容
一
成
八
を
迎
え
た
か

た
、
ま
た
は
迎
え
る
か
た
の
新
有
楕

名
と
し
て
の
感
想
、
ま
た
、
選
挙
を

経
験
し
た
こ
と
な
ヒ
に
よ
り
、
地
乃

自
刃
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い
て
諭

し
た
こ
と
な
と
、

　
▽
行
革
1
1
四
白
抽
一
…
原
稿
用
舐
ム

枚
以
内
。

　
▽
応
募
資
格
一
昭
和
　
一
四
4
ー

ー
　
　
　
1
　

」
　
　
♪
」
－
1
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ー
　
　
ー
カ
　
レ
町
杓
　
　
－
一
向
一
　
　
ナ

　
一
　
　
日
七
ヌ
7
、
－
　
i
士
ヌ
L
　
　
一
　
＼

　
　
　
　
　
「
　
ー
ノ
　
　
　
』
ー
オ
ノ

　
〉
募
集
期
…
川
一
瓦
月
　
目
　
一

か
り
i
月
一
　
日
〔
水
」
ま
て

郵
込
の
場
合
は
、
当
日
泊
印
有
効

　
〉
提
出
先
　
宮
崎
県
越
挙
管
理
委

員
会
、
〒
ヘ
へ
0
　
腐
崎
市
橘
通
東

　
一
目
一
番
　
写
）

　
▽
人
遮
発
表
一
＊
向
　
月
初
旬
、

越
挙
省
理
委
員
会
を
通
し
本
人
に
知

り
せ
る
と
と
も
に
、
明
る
い
選
挙
擢

進
協
会
発
豹
の
広
報
量
目
”
私
た
ち
の

，
広
場
”
に
“
角
以
i
の
氏
名
を
発
衣

し
、
最
優
秀
出
品
は
同
畳
喝
に
全
文
掲

載
づ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
オ
，

　
▽
応
募
i
の
召
層
一
応
募
名
の
h

軌
、
氏
名
「
か
り
か
な
を
つ
け
る
｝
、

岡
別
、
4
臼
－
月
H
と
職
業
を
原
r
輌
の

仁
尾
に
明
記
し
て
く
た
さ
い
，

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
巾

越
挙
償
理
委
細
会
〔
麿
②

内
線
h
し
　
）
へ
と
う
そ

一
≡
一
一
＝
一
＝
＝
一
≡
＝
一
一
一
一
一
≡
一
一
≡
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
≡
一
一
一
一
≡
一
一
一
…
一
一
一
一
二
二
二
≡
≡
ニ
＝
一
≡
［
＝
≡
一
一
一
≡
一
＝
≡
＝
一
一
＝
≡
一
≡
＝
≡
≡
一
＝
一
≡
…
一
＝
≡
一
一
一
一
＝
＝
一
＝
≡
＝
≡
≡
一
一
≡
ニ
一
二
≡
≡
≡
一
≡
≡
一
一
一
一
一
≡
≡
≡
…
ニ
＝
＝
一
≡
≡
＝
ニ
一
…
一
≡
一
一
一
邑

　
明
二
四
向
の
解
放
八
ロ
（
人
政
’
B
布

告
）
に
よ
っ
て
、
被
κ
別
部
落
の
人

た
ち
の
解
放
へ
の
惑
欲
か
た
か
ま

り
、
諸
権
利
を
と
り
も
と
す
た
め
の

強
い
連
動
か
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
か
、
そ
れ
ま
て

苛
酷
な
収
奪
に
目
ん
し
て
き
た
農
民

た
ち
や
民
衆
の
　
部
か
ら
は
、
こ
の

よ
う
な
連
動
に
対
す
る
激
し
い
反
感

を
持
つ
人
た
ち
か
現
れ
、
各
地
て
悲

し
い
・
自
門
か
起
こ
っ
た
こ
と
は
前
回

に
述
へ
ま
し
た
。

　
こ
の
4
1
心
し
い
弘
付
の
原
囚
や
反
対

を
す
る
理
由
に
は
、
お
よ
そ
つ
き
の

よ
う
な
も
の
か
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
明
冶
に

な
っ
た
の
て
、
八
－
ま
て
の
よ
う
な
き

ひ
し
い
収
奪
も
な
く
な
り
、
サ
活
も

來
に
な
る
と
い
う
期
待
か
裏
切
ら
れ

た
こ
と
や
、
学
制
か
発
布
さ
れ
、
ま

た
徴
1
ー
ハ
制
か
施
行
さ
れ
る
な
と
し
て

国
民
の
義
務
的
、
経
済
的
な
負
担
か

か
え
っ
て
増
人
し
た
こ
と
、
そ
の
う

え
明
冶
に
な
っ
て
ま
た
脅
月
か
た
っ

て
い
な
か
っ
た
関
係
一
、
入
ひ
と
の

意
識
や
4
活
感
情
、
4
活
様
式
な
と

を
、
そ
う
簡
，
甲
に
変
吊
す
る
こ
と
か

て
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
、

封
建
時
代
の
あ
り
ゆ
る
体
制
、
体
質
、

囚
習
、
偏
見
な
と
か
、
好
む
と
好
ま

さ
る
と
に
か
か
わ
ら
す
、
そ
の
ま
ま

捕
ち
込
ま
れ
た
こ
と
　
　
な
と
て

す
。

同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
1
差
別
を
な
く
す
た
め
に
一

　
さ
て
、
政
府
や
地
乃
の
κ
別
盃
政

の
端
的
な
現
れ
は
、
明
冶
1
1
勾
．
月

全
回
目
酌
「
に
つ
く
ら
れ
た
1
1
晶
繍
（
い
わ

ゆ
る
丁
申
戸
籍
・
徴
兵
制
度
摩
備
の

た
め
の
も
の
）
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

11

ﾐ
…
に
は
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
族

称
と
し
て
「
新
Ψ
民
」
　
「
新
円
」
な

と
と
記
入
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
職
業
や

壇
那
も
な
と
の
謁
載
か
あ
る
関
係

一
、
　
見
し
て
被
κ
別
部
落
の
人
て

あ
る
と
い
う
こ
と
か
わ
か
る
よ
つ
に
㎜

な
っ
て
い
た
の
て
す
，
　
　
　
　
　
…

　
ま
た
、
同
和
地
区
の
人
ひ
と
に
対
卜

し
て
は
、
何
ら
の
保
障
も
豹
わ
れ
す
、
…

し
か
も
、
職
業
的
な
解
放
は
、
そ
の
…

畏
付
け
と
な
る
政
策
の
欠
如
も
あ
っ
川

て
、
同
和
地
区
の
人
ひ
と
に
対
し
て
川

　
種
の
失
業
を
招
い
た
粘
果
と
も
な
川

り
ま
し
た
。
農
村
に
あ
る
同
和
地
区
川

負
民
の
多
く
は
、
苓
細
な
小
臼
人
と
川

か
、
そ
う
り
、
せ
っ
た
、
あ
さ
う
ら
川

な
と
の
製
造
と
か
、
H
雇
、
雑
業
な
川

と
て
4
活
し
、
都
岡
4
活
名
の
多
く
㎜

も
不
安
定
な
職
業
に
従
関
し
た
の
て
㎜

あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
封
建
時
代
川

の
一
裳
薦
業
て
あ
っ
た
皮
M
甲
関
・
連
刷
川

業
も
、
資
本
・
1
義
H
什
ム
ム
の
－
目
由
競
争
川

の
な
か
に
投
げ
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
嘱

し
た
。
加
え
て
、
納
税
や
兵
役
の
調
川

務
か
所
な
り
、
占
い
身
分
κ
別
か
ら
川

も
解
放
さ
れ
す
、
さ
ら
に
貧
困
差
別
川

か
加
車
さ
れ
て
、
同
和
地
区
の
人
ひ
㎜

と
の
4
活
は
、
ま
す
ま
す
呂
し
い
も
…

の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
て
す
。
　
　
…

　
　
　
ラ

蟻　　　
　
葛

　
　
U

ロロロロ回O』． S冒
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「
肖
少
向
の
誹
周
防
d
に
役
ウ
て

て
く
た
さ
い
」
と
、
日
向
ロ
ー
タ
リ

ー
、
日
向
東
ロ
ー
タ
リ
ー
、
目
’
司
ラ

イ
オ
ン
ズ
、
日
向
電
気
i
劇
業
協
同

組
合
の
四
団
体
か
ら
、
早
霜
’
口
甲
尚
に

あ
る
戦
没
者
慰
霊
塔
に
防
犯
幻
（

基
）
の
謀
贈
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

ふ
近
は
、
こ
れ
ま
て
肖
志
向
の
魂
豹
、

小
純
異
個
交
遊
な
と
の
場
に
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
て
、
巾
民
か
ら
も
防
犯

月
設
置
か
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
こ
は
、
非
行
の
な
い
明
る
い

”
巾
民
の
憩
い
の
場
”
と
し
て
、
利

用
し
て
い
た
た
き
た
い
も
の
て
す
。

＜
　
非
行
の
な
い
よ
う
に

爆

げ轡一

　
食
品
衛
生
週
間
の
十
日
、
県
食
品

衛
生
協
会
日
向
支
部
と
日
向
保
健
所

は
、
　
「
．
日
食
品
衛
牛
指
導
貝
」
を

実
施
。
・
巾
内
の
製
造
業
、
食
堂
、
星

斗
店
の
惣
菜
・
食
料
品
売
場
な
と
一

一．

ｩ
所
を
消
費
者
の
蹉
場
て
見
て
ま

わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
委
嘱
を
受
け
た
八
人

と
食
品
衛
牛
指
導
員
、
同
監
視
員
ら

か
．
．
班
に
分
か
れ
、
財
光
寺
、
1
1
知

屋
、
都
町
、
1
町
地
区
の
i
　
．
か
所

を
見
学
。
玉
水
、
通
風
、
食
品
の
取

り
扱
い
設
備
な
と
に
つ
い
て
、
事
業

・
1
や
従
業
員
に
質
問
を
し
て
い
ま
し

た
。

レ1日食品衛生指導員

リニア実験線全線完成
500キロをめざして

▼

　
い
ま
や
田
界
の
／
1
目
を
集
め
て
い

る
リ
ニ
ア
・
モ
ー
タ
ー
カ
ー
、

　
八
月
一
日
か
り
は
し
ま
っ
た
“
サ

マ
ー
！
リ
ー
ス
”
て
、
こ
れ
ま
て
の

世
界
記
録
時
速
　
白
四
一
し
♂
を

一
し
、
－
一
ま
わ
る
　
白
人
一
四
、
’
を

マ
ー
ク
、
失
三
線
も
全
線
（
し
計
）

か
完
成
し
、
有
内
に
は
1
1
白
，
u
疋
豹

か
期
待
て
き
そ
う
て
す
。
今
回
の
実

験
は
、
夏
休
み
中
・
て
も
あ
り
、
　
“
リ

ニ
ア
・
フ
ァ
ノ
”
の
チ
ヒ
っ
r
た
ち

も
た
く
さ
ん
つ
め
か
け
、
カ
メ
ラ
を

ハ
手
に
「
カ
ノ
コ
い
い
」
　
「
速
い
な

一
」
を
連
発
。
実
験
を
繰
り
返
す
リ

ニ
ア
の
姿
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。



6広報舌骨励が隔団
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　　おしらせ

嘯
ｺ
噸
お
し
ら
せ

身
障
者
訓
練
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す

　
大
阪
府
労
働
部
長
か
ら
、
大
阪
身

体
障
害
者
職
業
訓
練
校
の
訓
練
生
募

集
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　
▽
募
集
期
間
1
1
八
月
卜
日
～
瓦
月

一
几
一
日

　
▽
選
考
日
一
九
月
．
．
卜
．
日

　
▽
募
集
の
対
象
1
1
主
と
し
て
、
障

害
の
固
定
し
た
肢
体
の
不
自
由
な

か
た
。

　
▽
選
考
日
時
1
1
几

」
一
　
凸
　
．
　
畠
　
－
、
　
　
9
．
　
』
」

ナ
．
　
一
　
　
一
　
　
ム
j
u
卿

九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
。

　
▽
選
考
内
容
1
1
学

科
試
験
（
義
務
教
育

修
了
程
度
）
、
基
本

動
作
調
査
お
よ
び
面

接
。　

▽
合
格
発
表
1
1
几

月
二
卜
七
日
、
合
不
［

は
文
書
で
通
知
し
ま

す
。　

選
考
日
に
は
、
で

き
る
だ
け
父
兄
同
伴

で
来
校
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
筆
記

用
具
お
よ
び
昼
食
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
人
十
日
ー
ト
月

八
日
（
1
，
時
）

　
な
お
、

の
と
お
り
で
す
が
、

に
つ
い
て
は
、

募集科目および募集人員

科　　名 性　別
訓練ヒ好ましい条件募集

l貝 学　歴 体力・その他

医　　　　芸 男・女 10 学歴問わず 野外作業のできる人

縫製機械整備
iミシン組立）

男 6 〃

親指を含む三指があり、水の入ったバケツが持てる人

洋　　　　裁 女 17
〃

針に糸が通せて、全色盲で
ﾈい人

洋　　　服 男・女 10
〃 〃

製版・印刷（写植） 〃 6
〃 両腕の関連運動ができる人

軽印刷（タイプ） 〃 6 〃 〃

機械製図 〃 5 高卒程度 かなり計数能力のある人

印章彫刻 〃
12

学歴問わず 斜視でない人

計 72

募
集
科
目
と
人
貝
は
別
表

　
　
　
　
く
わ
し
い
こ
と

　
　
大
阪
身
体
障
害
者
職

業
訓
練
校
（
一
T
謝
堺
市
旭
ケ
丘
中
町

四
．
一
目
一
．
．
」
ハ

．
一
．
．
．
．
九
四
．
五

さ
い
。

、
容
○
ヒ
．
．
．
．
1
四

）
へ
お
た
ず
ね
く
だ

のびゆく郷土あふれる力ふれあう心

国
際
協
力
事
業
団
と
は

　
国
際
協
力
事
業
団
（
J
I
C
A
）

は
、
わ
が
国
の
開
発
途
ヒ
国
な
ど
に

対
す
る
国
際
協
力
を
実
施
し
て
い
る

政
府
関
係
機
関
（
特
殊
法
人
）
で
す
。

　
国
際
協
…
力
事
業
団
は
昭
和
四
卜
「
几

年
八
月
．
日
に
、
海
外
技
術
協
力
賢

裳
団
（
O
J
C
A
）
と
海
外
移
住
肇

業
団
（
J
E
M
I
S
）
か
ら
の
餐
業

を
引
き
継
い
で
、
開
発
途
」
国
な
ど

の
社
会
開
発
に
必
要
な
資
金
で
あ
っ

て
、
日
本
輸
出
人
銀
行
や
海
外
経
済

協
力
基
金
か
ら
供
給
を
受
け
る
こ
と

が
困
難
な
資
金
の
供
給
と
、
こ
れ
に

伴
う
技
術
の
提
供
な
ど
の
業
務
を
加

え
て
設
立
。
そ
の
後
、
無
償
資
金
協

力
促
進
事
業
が
加
わ
り
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
お
も
な
業
務
内
容
は
、
①
開
発
途

ヒ
国
へ
の
技
術
協
力
　
②
無
償
資
金

協
力
促
進
套
業
　
③
紅
一
－
年
海
外
協
力

隊
　
④
祉
会
開
発
・
農
林
業
・
鉱
工

業
開
発
協
力
（
投
融
資
な
ど
）
⑤

日
本
人
の
海
外
移
住
　
⑥
技
術
協
力

の
た
め
の
人
材
養
成
と
確
保
な

ど
で
す
。

な
お
、
現
在
カ
ナ
ダ
政
府
が
熟
練

技
能
者
の
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　

移
住
の
条
件
と
し
て
お
も
な
も
の

は
、
①
カ
ナ
ダ
で
需
要
の
あ
る
職
種

に
つ
い
て
、
実
務
経
験
を
有
す
る
ト

八
歳
以
上
の
男
女
で
、
②
日
常
英
会

話
が
あ
る
程
度
可
能
な
こ
と
と
、
当

該
職
種
に
関
し
て
基
礎
的
語
学
が
必

要
で
す
。

　
豊
か
な
資
源
と
自
然
に
恵
ま
れ
た

先
進
国
、
カ
ナ
ダ
で
活
躍
し
て
み
た

い
か
た
は
、
国
際
協
力
事
業
団
熊
本

支
部
（
〒
八
六
〇
熊
本
市
花
畑
町
．

の
四
、
麿
O
－
几
六
．
．
一
一
．
．
．
．
一
一
．
．
一

一
五
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総懸
雄綿
弓ばらクイズ　（32）

　
【
問
題
】

　
今
秋
に
は
○
議
院
議
口
貝
の
選
挙
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
向
市
は

宮
崎
県
第
○
区
に
属
し
、
選
出
さ
れ

る
議
員
の
定
数
は
0
人
で
す
。

　
▽
右
の
○
に
は
ど
ん
な
文
字
が
あ

て
は
ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
が

き
に
書
い
て
、
本
町
卜
番
丘
号
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
瓦
月
卜
日
ま

で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
、

　
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で

．
．
、
人
の
か
た
に
・
記
念
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
な
お
、
は
が
き
に
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
．
電
話
番
号
を
は
っ
き

り
記
旨
し
て
く
だ
さ
い
。

　
先
月
号
は
「
知
」
　
「
選
」
　
「
投
」

が
正
解
で
、
応
募
．
．
卜
・
し
げ
週
、
正
解

．
．
卜
四
通
で
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
か

た
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

①
加
藤
洋
．
・
r
（
原
町
一
丁
目
）

②
松
．
兀
康
男
（
日
知
屋
塩
田
団
地
）

③
竹
田
直
球
へ
財
光
芋
長
江
団
地
〉

身
元
調
査
に
関
す
る

法
務
省
見
解

　
わ
が
国
社
会
の
一
部
に
は
、
同
和

地
区
関
係
者
が
、
現
在
も
就
職
な
ど

の
面
で
差
別
扱
い
を
受
け
る
よ
う
な

事
態
が
少
な
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
遺
憾
で
あ
り
、
早
急
に

是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
す
。

　
こ
の
趣
旨
か
ら
、
人
権
擁
護
機
関

で
も
各
種
の
啓
発
活
動
を
通
じ
、
鋭

意
こ
の
よ
う
な
差
別
事
象
の
解
消
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
　
　
部
の
新
聞

に
、
法
務
省
が
あ
た
か
も
部
落
差
別

に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
”
身
元
調

査
”
を
容
認
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

報
道
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
記
事

は
法
務
省
の
真
意
に
反
す
る
も
の

で
、
誠
に
遺
憾
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
法
務
省
は
、
従
来
か
ら
、
部
落
差

別
を
意
図
し
た
身
．
兀
調
査
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
部
落
差
別
に
つ
な
が

る
恐
れ
の
あ
る
身
．
兀
調
査
の
許
さ
れ

な
い
こ
と
を
、
く
り
返
し
強
調
し
て

き
て
お
り
、
部
落
差
別
に
結
び
つ
く
．

恐
れ
の
あ
る
身
．
兀
調
査
が
、
許
さ
れ

な
い
と
す
る
労
働
省
の
指
導
と
何
ら

変
わ
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
し
の
よ
う
な
法
務
省
の
真
意
を

ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
す
べ
て
の

国
民
が
、
職
業
選
択
の
自
由
、
回
教
育
一

の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、

居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の

自
由
な
ど
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ

れ
て
い
る
権
利
と
自
由
を
侵
す
こ
と

な
く
、
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ

っ
て
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
づ
く
り

に
っ
と
め
ま
し
ょ
う
。
　
〈
法
務
省
〉

敬
老
年
金
を
支
給
し
ま
す

　
市
は
、
し
ト
κ
歳
以
土
．
の
お
と
し

よ
り
の
か
た
に
敬
老
年
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
が
、
昭
和
丘
卜
四
年
度
分

を
ド
表
の
日
程
で
支
給
し
ま
す
。

　
該
当
者
の
か
た
は
、
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
の
で
必
ず
受
給
し
て
く
だ

さ
い
。
　
（
油
入
が
こ
れ
な
い
場
合
は

代
理
の
か
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
一

　
当
日
は
、
通
知
銭
日
と
印
鑑
を
持
っ

て
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
．

．’易　　　　　9月の休日在宅医礪！欝驚鷺欝り　　　　　　　　　　　　　　　　気

日 診　　療　　科　　目 病（医）院名 住　所 電　　　話

慶　婦・肛門科 篠原医院 門川町 ③1059

2 内・放・小児科 山中医院 南　町 ②2266

外・整準・胃腸科 十二病院 北　町 ②5488

内　　　　　　　科 松岡医院 原　町

②
5
4
〔
〕
7
一

9 皮　膚・泌尿器科 沼田医院 原　町 ②3785

整　　形　　外　　科 こケ尻医院 鶴　町 ②5557

内科　・外科 浦．ヒ医院 曽　根 ②2936

15

耳鼻　・咽喉科 山口医院 一ヒ　町 ②2203

内　・　精　神　科 鮫島病院 権現原 ④4043

外　・産婦人科 寺尾医院 門川町 ③1447

内　・小　児科 佐藤医院 本　町 ②3324
16

小　　　児　　　科 児．E医院 原　町 ②2530

外・脳神経外科 甲斐外科 山　ド ③5000

内　・外　・放科 和田病院 中　原 ②2045

23 産　　婦　　人　　科 滝井医院 都　町 ②2409

内　　　　　　　科 大平医院 北　町 ②3337

内・外・皮・泌・婦 三股病院 美々津 ⑧0034

24 内　　　　　　　手斗 今給黎医院 切島山 ④2459

内　・　小　児　科 東　医　院 門川町 ③2800

内　科　・　外　科 樋口病院 門川町 ③1036

30
眼　　　　　　　不斗 稲原医院 中　町 ②2209

内　・小　・放科 吉田医院 山　下 ④4401

「
桜
」

歌
会
始
の
お
題

　
昭
和
r
几
卜
・
丘
年
歌
ヘ
ム
始
の
お
題
が

「
桜
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
花
木

の
桜
で
す
が
、
花
と
詠
む
こ
と
は
ふ

さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
．
入
．

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

紙
が
よ
い
）
と
し
、
も
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。

　
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
、

敬老年金支給日程表

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
代
筆
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
代
筆
の
場
合
は
そ
の
理
由
を

書
い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
盲
人
の
か
た
は
点
字
で

詠
進
し
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本

名
で
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日

と
三
夕
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。
肩
婦
の
場
合
は
、

単
に
「
ヒ
婦
」
と
書
い
て
も
け
っ
こ

う
で
す
、

場所
梔{

時間 竿前9：30～11：001 時開 午後1：：叉）～3：（X）

月日

j日
場　所 区　　　名 場　所 区　　　　名

9
迄々津 宮のド・高松・落鹿・ 凹々津 別府・・二縫・新川・遠一

｛
声
　
　
ρ

月 川の原・余白・石並・

日 芝　　所 駅通り 支　　所 見・幸脇・飯谷

9 岩　　脇 秋留・庭砂・曙・本宮 塩　　見 新財市・疎口・鳥の
火 鯉陳・笹野中・笹野西 巣・永田・奥野・中村

目 吏　　所 金ケ浜・籾木・鵜巳 巣会場 権現原

9 細　　島 清正・，管ボ野川・地蔵・ 細　　晶

水 八坂・ri呼向軟幡・ 曽根・畑浦・堀玉

目 支　　所 高々谷・伊勢・宮ノヒ 支　　所

9 fiレ猛 山ド・比良・川路・往 老人福祉 西川内・本谷・広見・1
頁
ρ
0 木 還・松原・切島山1・ 高見僑通り・中原・西草

日 神　　社 切島山2・長江 センター 場・東草場

9 老人福祉 北町・都町・本町・中 老人福祉 亀崎央・向江町・二重・
月
7

金 町・南町・春原町・E 梶木・鶴町吠E斧・

日 センター 町・花ケ丘・中央 センター 日向台・亀崎中・大ll町

9 福　　祉 永江町・江良町・公園

ヒ 通り・新生町・原町・

日 事務所 高砂町

　
詠
進
の
期
間
は
、
こ
と
し
九
月
．

日
か
ら
十
月
卜
一
日
ま
で
（
郵
送
の

場
合
は
、
卜
月
十
一
日
の
消
印
ま
で

有
効
）
。

　
あ
て
先
は
、
　
「
〒
一
〇
〇
　
東
京

都
r
代
田
区
r
代
田
　
番
一
号
　
宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌

は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
別
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
が
あ

れ
ば
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

返
信
用
切
手
（
κ
卜
円
）
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、
几
月
末
日
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
…
・
あ
五
た
か
い

　
　
　
　
こ
寄
催
・

　
　
　
　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
社
会
福
…
祉

多
彩
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
カ
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
隈
．
旧
名
（
永
江
）
▽
相
高
勝
己

（
堀
．
与
Y
▽
占
川
チ
ェ
（
原
町
）

▽
坂
元
美
義
（
川
路
）
▽
黒
田
幸
r

へ
永
江
）
▽
橋
ロ
ア
グ
リ
（
｛
呂
の
ド
｝

▽
橋
口
毅
（
遠
見
）
▽
鶴
田
梅
雄
〔
広

見
）
▽
真
鍋
清
香
【
原
町
）
▽
長
迫

勉
（
切
島
山
．
）
▽
黒
木
富
庭
口

一、

恂
�
j

　
　
　
　
　
以
ヒ
し
月
分
で
し
た
「
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